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森林施業プランナー育成研修会 2007
地域実践研修が全国11箇所で 始まる！！

日吉町森林組合における森林施業プランナー 先進地集合研修（基礎コース）を踏まえ、

それぞれの地域の実情に応じた施業提案書の作成及び施業提案の実行準備のための
モデル組合を会場とした地域実践研修が、東北ブロックB（秋田県・山形県）を皮切りに

始まりました。

東北ブロックB 地域実践研修（Ⅰ）の様子

東北ブロックB地域のモデル組合となっている秋田県の雄勝広域森林組合で7月18日(水)～20
日(金)の2泊3日の日程で、秋田県から4つの、山形県から5つの、合わせて9つの森林組合から21
名が参加して研修が行われました。

秋田県森林組合連合会が事務局となり、全国提案型施業定着化促進部会派遣講師、全森連・
林野庁の担当者も加わり、また、秋田県からも県行政の立場から延べ9名の参加がありました。

【テーマ ： まずは学ぼう、そして人と場に慣れよう】
13時30分、雄勝広域森林組合の1階の会議室に集合。
佐藤組合長の歓迎挨拶の後、オリエンテーションに引き続き、基礎コースの
おさらい、コスト管理の講義を行い、雄勝広域森林組合でこの研修に併せ作
成した地域版施業提案書の試行版の説明を行いました。
18時前に初日のスケジュールを終了し、参加者、組合の講師等を交えた懇
親会を行い、ギターの生演奏も加わり大いに盛り上がりました。

【テーマ ： 現場から学び、実際にプランを作ってみよう】
雄勝広域森林組合の講師より、施業提案結果のコスト分析の講義後、晴天
の汗ばむ中、研修フィールドの視察、施業プラン調査実習を3班に分かれ行

い、施業プランを作成しました。

1日目：7月18日(水）

2日目：7月19日(木）

3日目：7月20日(金）

【テーマ ： 積極的に話そう】
参加者が4班に分かれてワークショップ形式でグループワークと個人ワーク

を織り交ぜながら、自分の組合で作成する提案書のフォームの選択、提案
型施業のアクションプラン作成を行いました。アクションプランの発表では全
組合が積極的にやっていくとの決意表明となり、その結果を次回の研修（11
月15日～16日）に持ち寄ることを決め、3日間の研修を終了しました。

研修終了後、雄勝広域森林組合
仙道参事のリードの下、秋田県内
の4つの組合が残り、次回の研修

会の前に県内の組合で自主的な
勉強会を行うことの話し合いが行
われました。

番 外

アンケート結果 !!
回収率：100％

「あなた」が今回の研修を
100点満点で評価するとしたら？点

（研修会そのものを客観的に評価）

平均：87点

佐藤組合長の歓迎挨拶

1日目：オリエンテーション

2日目：施業プラン調査実習

3日目：ワークショップ

3日目：参加者による発表
研修終了後の打合せの様子
（上段左端：雄勝森組参事）



森林施業プランナー育成研修会 基礎コース 閉幕！

前号にてお伝えしました森林施業プランナー育成研修会の基礎コー
スが7月20日をもって無事に全日程を終了しました。延べ参加者数は
134名で、提案型集約化施業の意義や、施業プランの基本的な考え方
を学びました。参加者は引き続き各地域にて行われる地域実践研修に
参加し、地域にあった施業提案の手法を学ぶことになります。

次回のニュースレターの発行は９月下旬を予定しています。

企画・発行：林野庁林政部経営課 提案型施業推進事務局 ℡：03-3501-3810/Fax:03-3502-1649

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/sesakusyoukai/syuyakuka/newsletter.html

アンケート結果！！ 回収率：100％！

「あなた」が「今回の研修」を
100点満点で評価するとしたら？点

（研修会そのものを客観的に評価）
平均：８３点

（全４回）

項         　　　目 評価平均

　①日吉町森林組合の作業システムの全体像を理解すること 3.9

　②森林施業プラン作成の基本的な考え方を理解すること 4.1

　③テーマごとの課題を整理し理解すること 3.6

　④地元に持ち帰り応用すること 3.5

　⑤あなた自身の狙いを達成すること 3.8

　⑥全国の仲間とネットワークを作ること 3.4

１～５の５段階評価 【５：評価が高い】

日吉町森林組合の職員の皆様、
長期に亘る研修にご協力いただき、

大変ありがとうございました。

1日目：講義風景

２日目：現場調査実習

３日目：プラン作成実習

全４回（各３泊４日） 於：日吉町森林組合

森林施業プランナー育成研修会 専科コース が始まります！

日吉町森林組合で行われた基礎コースに続いて、今秋に全国４箇所で専科コースが行われます。
専科コースとは、効率的な作業道や高性能機械を導入して施業を行っている先進地を視察すること
で、森林施業プランナーとしての知見に役立てる研修です。 【任意参加・定員各30名】

時 期 研 修 場 所 内 容 応募状況

小型３点セットを用いた列状間伐の取り組み

高密度路網を中心とした短距離集材型施業

表土ブロック積み工法による低コスト作業道開設

急傾斜地における路網整備・搬出間伐の取り組み（予定）

20名

16名

16名

18名

10月 4日(木)～5日(金) 新城森林組合（愛知）

10月16日(火)～17日(水) 石巻地区森林組合（宮城）

10月25日(木)～26日(金) 四万十町（高知）

11月 1日(木)～2日(金） （ 未 定 ）

＊ 11月1～2日に予定していました高知県の香美森林組合の研修は都合により開催地変更となりました。開催地が決まり次第、全森連より応募者へ連絡・調整いたします。

20代 30代 40代 50代

１回目 ３４名 6 12 12 4 38.4

２回目 ３０名 1 14 12 3 39.4

３回目 ３５名 4 16 9 6 39.2

４回目 ３５名 2 18 14 1 37.8

計 １３４名 13 60 47 14 38.7

参加人数
年　　齢　　構　　成

平均年齢

8月7日現在、各コースとも10名以上の空きがございます。

参加を希望される方は各都道府県森連にご連絡をお願い致します。
多くの方のご参加をお待ちしております！


